






































































































































































































　 ? 月 ? 日、政府税調が当月下旬にもまとめる税制抜本改革の試案（たたき台）は、導入を目指す
新型間接税のタイプとして、大蔵省が示した ? 類型のうち??型付加価値税と取引高税の ? つに絞
られ、両案が併記される見通しになった??）。一方、国会では、政府・自民党の首脳が集まる会談




??）?日本経済新聞（????年 ? 月 ? 日）、「税制改革へ注文続出?政府税調公聴会?不公平是正を訴え　新型間接税には理解」
??）読売新聞（????年 ? 月 ? 日）、「税制改革の行方?根回し重視竹下流?三度目の正直へ身を低く」
??）読売新聞（????年 ? 月 ? 日）、「税制改革の行方?軟化する？反対勢力?地方公聴会がたたき台」
??）読売新聞（????年 ? 月 ? 日）、「税制改革の行方?軟化する？反対勢力?地方公聴会がたたき台」
??）朝日新聞（????年 ? 月 ? 日）、「??型か、取引高税?税制改革試案に併記?政府税調方針」


























　そうした状況は以下の動きでも顕著である。 ? 月 ? 日に党税調・山中貞則会長が????年度予算案
修正・減税問題に「恒久財源」の明記を主張したので、野党は自民党の主張に反発して与野党の対







??）日本経済新聞（????年 ? 月 ? 日）、「税制改革の論議とはこういうものか」
??）読売新聞（????年 ? 月 ? 日）、「「減税」野党が妥協案?自民最終回答修正?国会打開へ動く」
??）この点について、竹下登『政治とは何か　竹下登回顧録』講談社、????年、??ページを参照。
??）この点について、村川一郎『自民党の政策決定システム』教育社、????年、???ページを参照。


































　　?????????????? ??? ?????????????????????????????????????????????? ???を参照。
??）朝日新聞（????年 ? 月??日）、「大型間接税の竹下首相見解＜要旨＞」
??）朝日新聞（????年 ? 月??日）、「野党のみなさんに玩味していただく?大型間接税見解で首相」




































??）読売新聞（????年 ? 月 ? 日）、「社説?わけのわからぬ“国対政治”」











のには、 ? つの狙いがあった。 ? つは新型間接税法案の今秋成立阻止のテコにしたいとの思惑だっ
た。もう ? つは、秋の税制改革本番をにらんで、社公民共闘の足並みの乱れを抑え込むねらいであっ
た??）。




























??）朝日新聞（????年 ? 月 ? 日）、「税制改革、現体制で総力? ? 月に臨時国会?竹下首相表明」
??）読売新聞（????年 ? 月 ? 日）、「「簡易課税」軸に調整?自民税調?あすから集中審議」



































































院では自民党???、社会党??、公明党??、民社??、共産??、新自ク ? 、社民連 ? 、無所属 ? で、参
院では自民??、社会??、公明 ? 、民社 ? 、共産 ? 、無所属 ? であった。





































　 ? 月 ? 日に衆院の各党代表質問で、社会党はリクルート問題と消費税導入に関して与党に抗議し
て、 ? 月 ? － ? 日に社会党抜きの衆院予算委開会決定という ? 日の変則状態になった。リクルート
??）読売新聞（????年 ? 月??日）、「増減税?一括処理盛る?「税制改革法案」の全容判明?消費税率 ? ％明記」
??）読売新聞（????年 ? 月??日）、「野党共闘にズレ?減税時限立法?公民は柔軟姿勢社党は譲らず」
??）読売新聞（????年 ? 月??日）、「減税継続合意へ?空転国会きょう正常化」
































　与野党は ? 月 ? 日に税制改革関連 ? 法案の審議入りと税制改革特別委員長会談を開いた。自民党
は税制法案審議入りを重ねて要請したとともに、野党側が求める不公平税制是正とリクルート問題
解明について、「税制改革特別委を税制問題特別委（仮称）と改め、同委で併せて審議したい」と
??）日本経済新聞（????年 ? 月 ? 日）、「衆院予算委、社共抜きで開会?公民、自民の“土俵”に」
??）読売新聞（????年 ? 月 ? 日）、「社会党の危険な議会政治否定」



































??）日本経済新聞（????年 ? 月 ? 日）、「不公平是正・リクルート?税制委で審議を?自民譲歩案」
































状況となった。 ? 日は衆院税特委の地方公聴会（全国 ? ヶ所）のため、??日の理事会で与野党折衝
を再開したが、参考人招致を主張した自民党に対し、野党はあくまで江副浩正らの証人喚問が実現



























































































の中に、自民党だけの賛成多数で可決、成立した。??月??日に公布され、????年 ? 月 ? 日から施行
することになった。税制法案が参院に通過したことについて、??月??日に社会党は「税制法案に関
する???にのぼる政省令の中身が全く知らされておらず、混乱が起きるのは避けられない」（土井）
とみており、総評や全民労連（連合）を中心にした労働界や消費者団体と連携した反税闘争をにら
みつつ、消費税の是非を問う構えを示した??）。
おわりに
　竹下内閣の発足以来、首相のリーダーシップによって、高齢化社会の対応及び生活大国という政
治理念を訴えるために、国内政治や政策決定過程におけるさまざまな政治現象が起きた。本稿は竹
下内閣期の税制法案を事例とし、その政策過程における特徴に迫ったものである。その最大の特徴
とは、国対政治である。この国対政治を運用しながら、野党間の結束を分断させ、団体の反対運動
を抑えることができた。もちろん、政党（自民党・与党）というレジームを通じて、特に党税調の
役割を生かして税制法案を通過させた。しかし、税制法案の国会攻防において、自民党は国会で過
半数の議席をもっていたことによって、常に単独採決の手法を採用し、公聴会の日程や法案議決を
決めた。法案の通過は自民党の期待通りになったが、国会や国民の信頼に対して大きなダメージを
与えた。つまり、国会には与党はリクルート問題の完全未解明の状態や単独税制法案の通過が、野
党や国民の反感を招いた。結局竹下税制は、低所得層から高所得層へ所得を再分配し、トゴーサン
ピンの不公平をさらに拡大した。それはまた、その後の参議院における保革逆転によって示された
改革への不満の、最大の原因であったと言えよう。
??）読売新聞（????年??月??日）、「自公民の合意事項」
??）この点については、加藤淳子、同前掲書、???ページを参照。
??）日本経済新聞（????年??月??日）、「社共、反税闘争に全力?リクルート徹底追及?公民は内部固め優先」
